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1. 緒言 

近年，マイクロプラスチックによる海洋汚染が問

題となっている．マイクロプラスチックは 5 mm

以下の粒子である．マイクロプラスチックの回収

は難しく，難分解性であるため，海中に滞留する．

海洋生物に取り込まれたマイクロプラスチック

は，体外に排出されづらいため，体内に蓄積する

ことが報告されている[1]．マイクロプラスチック

は，透明，半透明であること，微小であることか

ら微小生物と区別するのが難しい．そこで，本研

究では，特殊な深い海でも観測可能な耐圧ガラス

半球を用いてマイクロプラスチックと微小生物

をレーザースペックル法により区別するパイロ

ット実験を行うことを目的とする． 

2. 実験方法および評価方法 

実験は，Fig.Error! Bookmark not defined.に示す

実験装置を用いて行なった．レーザーをガラス半

球内に固定する．サンプルは，粒径の異なる 4

種類(2,20,74,200µm)のポリスチレン球と全ての 4

種類のポリスチレン球を混ぜたもの，の計 5種類

と 5 種類のポリスチレン球にブラインシュリン

プ(400µm)を入れたものの合計 10 種類のサンプ

ルを作成した．キュベットに，レーザー光を照射

した．透過光の回折パターンを CMOS カメラ

（1024 × 1280 pixels）でフレームレート 15 fpsで

20 秒間，自然対流によるマイクロプラスチック

の動きを測定する．得られた動画データは

MATLAB により(1)式に示す評価パラメーターD

を計算し，値の違いからマイクロプラスチックと

ブラインシュリンプの判別を行う．(1)式の A，B

は連続するフレームを表す． A
m,n
， B

m,n
は m,n

で指定されたフレーム内の輝度値を表す． 

D= A
m,n

-B
m,n

 (1) 

3. 結果 

200 µmマイクロプラスチック，200 µmマイクロ

プラスチックとブラインシュリンプが入ったサ

ンプルの評価パラメーターDを Fig.2に示す．200 

µmマイクロプラスチックのみが入ったサンプル

では Dがほぼ 15で一定である．200µmマイクロ

プラスチックとブラインシュリンが入ったサン

プルでは 0 秒から 15 秒までは D が 15 でほぼ一

定であるが，その後，150に急激に増加している．

動画データより数値が増加した時間ではブライ

ンシュリンプがレーザー上を通過した時である．

実験では，マイクロプラスチックとブラインシュ

リンプの区別が可能であることが示された． 

 

Fig. 1 Model figure of experimental apparatus 

 
Fig.2 Difference of brightness of consecutive frames 

versus time(Top :200 µm MP, Bottom :200 µm 

MP and Brine shrimp). 
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